
　

本
市
は
令
和
７
年
４
月
に
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
と
事
業
統
合
し
て
お

り
、
令
和
９
年
４
月
に
泉
大
津
市
、

箕
面
市
及
び
門
真
市
が
新
た
に
事
業

統
合
す
る
予
定
だ
が
、
そ
の
影
響
は
。

　

八
尾
水
道
セ
ン
タ
ー
の
事
務
に
変

更
は
な
く
、
会
計
も
水
道
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
統
合
に

よ
る
財
政
縮
減
効
果
へ
の
影
響
は
な

い
。

　

今
回
の
３
市
統
合
に
よ
り
構
成
団

体
は
22
団
体
と
な
り
、
大
阪
府
下
の

約
半
数
に
至
る
が
、
構
成
団
体
が
府

下
全
体
の
給
水
人
口
に
占
め
る
割
合

は
。

　

可
燃
ご
み
等
収
集
運
搬
業
務
に
つ

い
て
、
大
幅
な
債
務
負
担
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う

な
収
集
体
制
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
。

　

今
後
の
収
集
体
制
に
つ
い
て
は
、

委
託
に
よ
る
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
戸
別
収
集
や
共

同
住
宅
の
収
集
も
含
め
、
総
合
的
な

視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

委
託
拡
大
に
よ
り
、
職
員
の
働
き

方
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。　

　

休
日
勤
務
の
縮
減
や
休
暇
取
得
の

促
進
な
ど
、
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
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委員会で審査した議案
◦�八尾市市税条例の一部改正の件
◦市営西郡住宅7号館外1棟解体工事の
　工事請負契約締結の件
　　　　　　　　　　　その他議案２件
分科会で審査した議案
◦��令和８年度八尾市一般会計第3号補正

予算の件（所管分）

林野火災に対応できる備えが重要である。
（写真：背負い式消火水のうを用いた訓練）

　

消
防
団
へ
の
配
備
に
よ
り
、
林
野

火
災
が
発
生
し
た
際
の
対
応
体
制
は

整
う
の
か
。　

　

今
回
の
配
備
先
は
消
防
団
だ
が
、

消
防
署
に
お
い
て
も
同
一
資
機
材
を

所
有
し
て
お
り
、
林
野
火
災
の
際
に

は
消
防
団
員
だ
け
が
対
応
す
る
の
で

は
な
く
、
消
防
隊
員
と
合
同
で
林
野

火
災
の
鎮
圧
に
当
た
る
体
制
を
想
定

し
て
い
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
消
防
団
へ
の

　  
林
野
火
災
用
資
機
材
配
備
の
内
容
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
に

係
る
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
消
防

団
装
備
品
と
し
て
林
野
火
災
用
資
機

材
を
購
入
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

４
９
９
万
4
千
円
を
増
額
す
る
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

詳
細
は
。

　

消
防
団
へ
背
負
い
式
消
火
水
の
う

等
を
配
備
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、

用
途
と
し
て
は
、
林
野
火
災
の
際
に

燃
え
盛
る
火
を
ポ
ン
プ
車
で
消
火
し

た
後
、
消
防
団
員
が
水
の
う
を
背

負
っ
て
歩
き
な
が
ら
放
水
し
、
残
火

処
理
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。　

A Q

Q

▶

委員会審査

Q

委員会で審査した議案
◦大阪広域水道企業団の共同処理する事
　務の変更及びこれに伴う大阪広域水道
　企業団規約の変更に関する協議の件
◦八尾市公共下水道事業の設置等に関す
　る条例の一部改正の件

　

令
和
６
年
度
末
の
数
値
を
基
に
す

る
と
、
府
下
全
体
の
給
水
人
口
の
う

ち
16
％
を
占
め
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
上
水
道
を
担
う
八
尾
水
道
セ
ン

タ
ー
と
本
市
下
水
道
部
局
の
連
携
は

欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
も

変
わ
り
な
い
か
。　
　

　

今
後
も
引
き
続
き
、
連
絡
を
密
に

取
り
合
い
、
様
々
な
情
報
共
有
を
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
へ

　     

新
た
に
３
市
が
統
合
す
る
影
響
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会

水道事業の効率化や運営基盤の強化につな
がる広域化（市町村水道事業の統合）が進
められている。

QA A
委員会で審査した議案・請願
◦大阪府後期高齢者医療広域連合規約の
　変更に関する協議の件
◦国保料の引き下げと、国民健康保険料
　逃れに関する請願の件
　　　　　　　　　　　その他議案１件
分科会で審査した議案
◦�令和８年度八尾市一般会計第3号補正

予算の件（所管分）

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

委
託
拡
大
に
よ
っ
て
直
営
車
両
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
大
規
模
災
害

時
の
臨
時
収
集
体
制
は
維
持
で
き
る

の
か
。

　

現
行
の
委
託
契
約
に
お
い
て
も
、

災
害
発
生
時
の
業
務
実
施
義
務
を
明

記
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、
近

隣
市
町
村
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、

災
害
廃
棄
物
の
収
集
に
対
応
し
て
い

く
。　

   

可
燃
ご
み
等
収
集
運
搬
業
務
委
託
拡
大

　                   

今
後
の
収
集
体
制
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

委託拡大による効率化とともに、安全で安
定したごみ収集体制の維持が期待される。

A Q

物価高騰の影響を特に受けている子育て世
帯への支援として、２万円相当のデジタル
クーポンを送付する。

　

現
金
給
付
に
比
べ
、
銀
行
口
座
の

申
請
及
び
振
込
な
ど
煩
雑
な
手
続
等

が
な
く
、
事
務
経
費
の
削
減
や
対
象

者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
に

よ
る
給
付
と
し
た
。

　

本
事
業
を
通
じ
て
、
在
宅
子
育
て

世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握

す
る
の
か
。　

　

ポ
イ
ン
ト
交
換
と
同
時
に
ス
マ
ホ

を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
の
支
援
事
業
に

反
映
で
き
る
よ
う
に
調
査
項
目
を
検

討
し
て
い
く
。

長
引
く
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
支
援
策

　     

　
　
市
独
自
の
給
付
等
の
内
容
は
？

文
教 

分
科
会

　

今
回
実
施
す
る
子
育
て
世
帯
に
向

け
た
物
価
高
騰
対
策
事
業
の
対
象
を
、

０
歳
児
か
ら
１
歳
児
の
子
育
て
世
帯

及
び
２
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
在

宅
子
育
て
世
帯
と
し
た
理
由
は
。

　

子
育
て
世
帯
へ
の
市
独
自
の
経
済

的
支
援
と
し
て
、
中
学
校
給
食
や
2

歳
児
保
育
料
の
無
償
化
等
を
実
施
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
特
に
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
支
援
が
届

き
に
く
か
っ
た
世
帯
を
対
象
に
給
付

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

現
金
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
ク
ー

ポ
ン
で
給
付
を
行
う
理
由
は
。

A Q

A
分科会で審査した議案
��◦��令和８年度八尾市一般会計第３号補正

予算の件（所管分）
��◦��令和８年度八尾市一般会計第４号補正

予算の件
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